
　　
○令和6年度事業計画

1）

2）

3）

4）

　　　 (事業費単位：千円)

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

① 258ha 201,046 370ha 293,378 △ 112ha △ 92,332

91ha 130ha 0 △ 39ha

② 60ha 79,680 80ha 93,520 △ 20ha △ 13,840

③ 140ha 34,020 135ha 33,750 5ha 270

④ 150ha 34,200 240ha 52,320 △ 90ha △ 18,120

⑤ 50ha 23,250 85ha 35,955 △ 35ha △ 12,705

⑥ 5,000ｍ 190,000 4,000ｍ 112,000 1,000 78,000

5,000ｍ 4,000ｍ 1,000

658ha 562,196 910ha 620,923 △ 252ha △ 58,727

主伐(更新伐)
令和5年度からの繰り越し団地を含め、21カ所（区域面積258ha、伐採面積91ha)を計画。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (前年当初比：区域面積112ha減、伐採面積 39㏊減）

主伐跡地の更新
・植栽は、令和5年度～6年度に更新伐を実施した伐採跡地 21カ所 60haを計画。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(前年当初比：20haの減）
・下刈りは、令和2年度～6年度に植栽した 42カ所、140haを計画。（前年当初比：5㏊の増）

林業専用道
令和5年度からの繰り越しを含め、5路線 5,000ｍの開設を計画。（前年当初比：1,000ｍ増）

　１．分収造林事業
 「林業公社第5次経営計画」に基づき、 経営の柱である主伐（更新伐）と伐採跡地の更新作業
（植栽・下刈り）、保育間伐などの森林整備、更に不成績林処理などの経営改善策に取り組む。
　主伐事業については、収穫事業専門班との連携による収益性の向上と効率的な事業推進を図り
ながら、第５次経営計画の目標を上回る９１ha(計画比２３ha増)の主伐に取り組み、第５次計画
に対する令和６年度末の累計実績１１０%を目指す。

間伐(搬出含む)
切捨間伐150ha、搬出間伐50ha を計画。（前年当初比：切捨間伐90ha減、搬出間伐35ha減）

　（１）森林整備事業
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表－１　令和6年度 森林整備事業計画

伐採面積

区 分
Ｒ6事業計画（当初） Ｒ5事業計画(当初) 増　△　減

林業専用道
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伐採跡地植栽
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　　　 (償還額単位：千円)

対象面積 償還額 対象面積 償還額 対象面積 償還額

51ha 37,463 62ha 38,147 △ 11ha △ 684

　　　 (事業費単位：千円)

件数 事業費 件数 事業費 件数 事業費

5件 5件 0

0件 0件 -

　（３）長伐期契約変更

　林業公社経営計画に基づく長伐期施業による森林の管理と経営を実践するため、平成１４年度
から分収契約の期間延長手続きを進めており、令和５年度末までに１，８２８団地（対象団地の
９７％）の変更手続きを完了する見込み。
　令和６年度は、これまで交渉を進めてきた団地で一部の所有者から承諾が得られていない５団
地の変更手続きに取り組む予定。

不成績林処理

Ｒ6事業計画（当初） Ｒ5事業計画(当初) 増　△　減
区    分

表－２　令和6年度 不成績林処理事業計画

　（２）不成績林処理

　病害虫や自然災害により造林木が被害を受け将来的に収穫を見込むことが出来ない不成績林に
ついては、県からの支援を受けて公庫借入金の繰上償還を実施。
　令和６年度は、１５団地、区域面積５１haに係る公庫借入金３７，４６３千円の繰上償還を実
施しする見込み。

契約終了

表－３　令和6年度 長伐期契約変更事業計画

7,948 8,419 △ 471

区 分
Ｒ6事業計画（当初） Ｒ5事業計画(当初) 増　△　減

長伐期契約変更



 (事業費単位：千円)

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

－ 59,640 － 70,855 － △ 11,215

①
新たな取組導入･経営改
善指導（専門家派遣）等 － 6,370 － 5,745 － 625

②
短期の林業体験、就労
環境改善等支援 － 48,546 － 54,507 － △ 5,961

③ 木材生産向上対策 － 4,724 － 10,603 － △ 5,879

－ 40,452 － 43,802 － △ 3,350

④
林業の魅力ｱｯﾌﾟ広報
活動

－ 16,741 － 19,718 － △ 2,977

⑤
UIﾀｰﾝﾌｪｱ等での就業
促進活動

－ 3,702 － 3,711 － △ 9

⑥ 林業就業支援活動 － 8,124 － 11,873 － △ 3,749

⑦
高校生林業体験等支
援

－ 11,885 － 8,500 － 3,385

－ 25,435 － 30,623 － △ 5,188

⑧ 緑の雇用：集合研修 － 14,546 － 14,028 518

⑨ 緑の雇用：監督検査 － 2,099 － 2,165 △ 66

⑩ 林業技術習得支援 － 8,790 － 14,430 △ 5,640

－ 125,527 － 145,280 △ 19,753

－ 782 － 748 － 34

46件 27,600 38件 22,800 8 4,800

40件 25,000 40件 25,000 0 0

計 86件 52,600 78件 47,800 8 4,800

合　　計 178,909 193,828 △ 14,919
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（２）林業担い手確保対策

（１）＋（２）＋（３）　計

区 分
Ｒ6事業計画（当初） Ｒ5事業計画(当初) 増　△　減

（１）林業経営者育成強化対策

　２．林業労働力確保支援センター事業

　支援センターは、林業労働力の確保を図るため、事業主が行う雇用管理の改善や事業合理化へ
の支援、林業従事者に対する技術向上研修の開催、及び林業就業相談や資金の貸し付け等を行っ
ている。引き続き、森林環境譲与税等を財源とした県からの補助事業や受託事業、全国森林組合
連合会からの受託事業(林野庁・厚労省事業)などにより、林業経営者の育成強化対策や林業担い
手の確保・育成対策に関係機関と連携して取り組む。特に、新規林業就業者の確保にむけては、
林業や農林大学校林業科のＰＲ活動、就業希望者を対象とした体験研修や高校で実践される林業
教育の活動支援を主体に取り組みを展開する。
　なお、支援センターは林業労働力の確保促進法で規定された業務を実施できる法人として、各
県に１箇所指定されている。

表－４　令和6年度 支援センター事業計画

（３）担い手育成対策

※ 事業費の前年度比増減は、県の補助事業や委託業務、全森連の委託業務関連予算の
増減見込に伴うもの。
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○資金調達及び設備投資の見込み

１，資金調達の見込みについて

（１）長期借入金

金　　　額 使　　　　　途

830,290,000 円 公庫償還金（元金・利息）、管理費等

52,600,000 円 貸付事業資金（支援センター）

882,890,000 円

② 日本政策金融公庫 776,410,000 円 公庫償還金（元金）

1,659,300,000 円

（２）短期借入金

金　　　額 使　　　　　途

市 中 銀 行 100,000,000 円 事業費のつなぎ資金

２，設備投資の見込みについて

金　　　額 資金調達方法

① 高性能林業機械購入 88,880,000 円 補助金

② 高性能林業機械リース 34,353,000 円 補助金・リース債務

123,233,000 円

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

計

借　入　先

設備投資の内容

島　根　県

借　入　先

①

計


